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内容多彩な良書

よみがえりの社と祭りのこころ

加藤隆久著

著
者
の
加
藤
隆
久
氏
は
、
永

年
、
神
戸
市

・
生
田
神
社
の
宮

司
を
務
め
ら
れ
、
今
年
、
後
進

に
道
を
譲
ら
れ
た
。
現
在
は
、

名
誉
宮
司
と
し
て
氏
子
崇
敬
者

の
尊
敬
を
集
め
て
を
ら
れ
る
。

こ
の
間
、
神
道
青
年
全
国
協

議
会
会
長
、
兵
庫
県
神
社
庁
長
、

神
社
本
庁
常
務
理
事
等
を
歴
任

さ
れ
、
平
成
二
十
二
年
五
月
に

は
神
社
界
最
高
の
栄
誉
で
あ
る

神
社
本
庁
長
老
の
称
号
を
贈
ら

れ
た
。

ま
た
氏
は
、
神
社
神
道
の
研

究
者
と
し
て
も
高
名
で
、
「神
道

津
和
野
教
学
の
研
究
」
で
國
學

院
大
學
よ
り
文
学
博
士
の
学
位

を
受
け
ら
れ
、
長
ら
く
神
戸
女

子
大
学
教
授
を
務
め
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
日
本
民
俗
芸
能
団

長
と
し
て
数
多
く
の
民
俗
芸
能

の
海
外
公
演
を
成
功
に
導
き
、

地
元
神
戸
で
は
、
神
戸
史
談
会

会
長
、
神
戸
芸
術
文
化
会
議
議

長
ハ
神
戸
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
組
織

委
員
会
会
長
等
の
要
職
に
就
か

れ
て
ゐ
る
。そ
の
功
績
に
よ
り
、

神
戸
市
文
化
賞

・
兵
庫
県
文
化

賞

・
兵
庫
県
県
勢
高
揚
功
労
賞

等
を
受
賞
さ
れ
、
今
年
八
月
に

は
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け

ら
れ
た
。

本
書
は
、
近
年
、
雑
誌
等
に

発
表
さ
れ
た
随
筆
、
論
文
、
短

歌
、
ま
た
講
演
録
等
を
集
成
し

た
二
十
冊
目
の
著
作
集
で
あ
る

が
、　
一
読
す
る
と
、
内
容
の
多

彩
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、

取
り
も
な
ほ
さ
ず
加
藤
氏
の
活

躍
の
場
が
い
か
に
広
範
囲
で
あ

る
か
を
も
の
が
た

っ
て
ゐ
る
。

内
容

の

一
端

を
紹

介
す
る

と
、
鎮
守
の
社
と
祭
り
に
代
表

さ
れ
る
神
社
神
道
の
伝
統
に
始

ま
り
、
御
自
身
が
奉
務
さ
れ
、

阪
神

・
淡
路
大
震
災
の
甚
大
な

被
害
か
ら
み
こ
と
に
蘇

っ
た
生

田
神
社
、
伊
勢
の
神
宮
と
式
年

澄
宮
の
信
仰
等
、
神
社
神
道
に

関
は
る
こ
と
。
ま
た
、
淡
路
の

生
ん
だ
偉
人

・
鈴
木
重
胤
、
生

田
の
森
が
舞
台
に
な

っ
た
源
平

合
戦
、
わ
が
国
の
精
神
史
を
彩

る
神
仏
調
和
の
伝
統
、
被
災
者

の
心
を
癒
す
宗
教
の
役
割
、
地

元
神
戸
ゆ
か
り
の
文
化
人
、
地

域
社
会

へ
の
貢
献
と
奉
仕
精
神

等
、
神
戸
に
生
き
、
日
々
の
奉

仕
を
通
じ
て
得
た
さ
ま
ざ
ま
な

所
懐
な
ど
も
合
ま
れ
る
。
こ
の

ほ
か
、
震
災
を
機
に
突
如
湧
き

起
こ
り
、
人
生
の
記
と
な

っ
た

短
歌
、
畢
生
の
研
究
で
あ
る
熊

野
那
智
入
社
と
津
和
野
教
学
に

か
か
る
学
術
論
文
、
幅
広
い
活

動
を
伝

へ
て
余
り
あ

る
新
聞
記

事

・
イ
ン
タ
ヴ

ュ
ー
抄
録
、
折

に
触
れ
て
神
前
に
奏
し
た
国
家

安
泰
や
世
界
平
和
祈
願
の
祝
詞

等
々
、
本
書
を
構
成
す
る
題
材

は
実
に
枚
挙
に
い
と
ま
が
な

い
。と

く
に
、
表
題
に
も
な

っ
た

「
よ
み
が
え
り
」
と

「祭
り
」

は
、
今
日
の
加
藤
氏
を
語
る
と

き
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重

事
で
あ
る
。

平
成
七
年

一
月
十
七
日
未

明
、
突
如
と
し
て
起
こ

っ
た
大

地
震
は
生
田
神
社
の
拝
殿
を
倒

壊
さ
せ
た
。
想
像
を
絶
す
る
光

景
に
言
葉
も
失
ひ
立
ち
尽
く
す

中
、
加
藤
氏
に
は
、
か
つ
て
同

神
社
の
宮
司
を
務
め

りヽ
れ
た
厳

父

。
故
錢
次
郎
翁
の
声
が
聞
こ

え
た
と
い
ふ
。
こ
の
声
に
励
ま

さ
れ
た
氏
は
、
復
興
に
向
か

っ

て
ま
さ
に
八
画
六
臀
の
活
躍
を

始
め
、
十

一
カ
月
と
い
ふ
短
期

間
で
み
こ
と
に
御
造
営
を
成
し

遂
げ
ら
れ
、
神
戸
の
震
災
復
興

の
象
徴
と
し
て
注
目
を
浴
び
た

の
で
あ
る
。

神
戸
の
地
名
の
起
源
と
な

つ

た
生
田
神
社
は
、
御
鎮
座
以
来

千
八
百
有
余
年
、
幾
度
の
災
害

や
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
、
そ
の

都
度
復
興
し
、
今
日
ま
で
運
綿

と
祭
祀
を
厳
修
し
て
き
た
。
ま

さ
に

「よ
み
が
え
り
の
社
と
祭

り
の
こ
こ
ろ
」
を
象
徴
す
る
と

い
へ
、
無
辺
の
御
神
恩
を
辱
む

ば
か
り
で
あ
る
。

し
か
し
て
、
十
六
年
後
の
東

日
本
人
震
災
に
際
し
て
、
加
藤

氏
が
と
り
わ
け
真
心
の
籠

っ
た

対
応
を
さ
れ
、
本
書
に
も
東
北

被
災
地
支
援
の
記
事
が
随
所
に

見
ら
れ
る
の
も
故
な
し
と
し
な

い
。最

後
に
、
学
術
論
文
に
つ
い

て

一
言
触
れ
て
お
き
た
い
。

一
般
に
紳
武
天
皇
東
征
の
故

事
の
儀
礼
化
と
さ
れ
る
熊
野
の

那
智
の
火
祭
が
実
は
農
業
神
事

に
由
来
す
る
こ
と
や
、
明
治
の

招
魂
社
創
祀
の
濫
陽
と
な

っ
た

幕
末
の
招
魂
祭
は
福
羽
美
静
等

が
中
心
と
な

っ
て
始
め
ら
れ
、

津
和
野
教
学
が
そ
の
思
想
的
背

景
と
な

っ
た
こ
と
。
一０
う
に
、

今
日
の
神
葬
祭
の
淵
源
で
あ
る

幕
末
の
津
和
野
藩
神
葬
祭
復
興

運
動
に
岡
熊
巨
の
心
霊
研
究
が

深
く
影
響
し
て
ゐ
た
こ
と
を
、

何
れ
も
精
緻
に
論
証
さ
れ
て
を

ら
れ
る
。

以
上
、
筆
者
の
思
ひ
つ
く
ま

ま
に
記
し
た
が
、
本
書
は
、
加

藤
隆
久
氏
の
多
方
面
の
活
躍
を

彿
彿
さ
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
神

道
人
と
し
て
の
模
範
を
垂
れ
、

私
ど
も
後
進
に
進
む
べ
き
道
を

示
唆
す
る
良
書
で
あ
る
。　
一
人

で
も
多
く
の
方
に
味
読
を
お
薦

め
し
て
、
紹
介
の
責
め
を
塞
ぎ

た
い
。
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